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広
大
な
雪
原
で
心
地
よ
い
汗

　
第
29
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
が
２
月
22
日
、
県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
催
さ
れ
、
幼
児
か
ら
70
代

ま
で
約
３
０
０
人
が
大
野
台
の
広
大
な
雪
原
で
歩
く
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
つ
ど
い
は
冬
季
の
体
力
向

上
と
と
も
に
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
世
代
間
交
流
が
目
的
。
参
加
者
は
、
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
、
１
、

３
、
５
、
８
　
の
コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
周
囲
の
自
然
を
鑑
賞
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

第
　
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い
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文
化
財
報
告
会
＆
講
演
会
「
胡
桃
館
遺
跡
と
古
代
仏
教
」�

　
市
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
文
化
財
報
告
会
が
２
月
14
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、訪
れ
た
歴
史
フ
ァ
ン
ら
が
市
の
文

化
財
に
つ
い
て
の
調
査
・
保
存
活
動
の
報
告
や
胡
桃
館
遺
跡
に

つ
い
て
の
興
味
深
い
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。そ
の
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。�

▲多くの歴史ファンらが詰めかけた胡桃館遺跡についての講演会

述
べ
ま
し
た
。�

 

ま
た
胡
桃
館
遺
跡
に
つ
い
て
は
、同
課
の

担
当
者
が
、昨
年
７
月
と
11
月
に
国
の
機

関
の
協
力
で
行
わ
れ
た
遺
跡
範
囲
確
定
の

た
め
の
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
に
よ
る
調
査

成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

����

　
胡
桃
館
遺
跡
は
、昭
和
38
年
に
現
在
の

鷹
巣
中
学
校
の
野
球
グ
ラ
ン
ド
整
備
中
に

発
見
さ
れ
た
、今
か
ら
千
年
前（
平
安
時
代
）

の
遺
跡
。９
世
紀
後
半
か
ら
10
世
紀
初
め

の
役
所
跡
、ま
た
は
寺
院
だ
っ
た
建
物
と

み
ら
れ
、同
時
期
の
十
和
田
火
山
の
噴
火

に
よ
る
土
石
流
で
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。発
見
当
時
の
発
掘
調
査
で
、４

棟
の
建
物
跡
や
、「
守
」「
寺
」な
ど
と
読
め

る
墨
書
土
器
片
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
ほ
か
、

最
近
の
研
究
で
も
建
材
の
一
部
に
書
か
れ

て
い
た
墨
書
の
解
明
が
進
む
な
ど
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。 �

　
説
明
で
は
、レ
ー
ダ
ー
探
査
の
反
応
を

分
析
し
作
成
し
た
、建
物
跡
で
は
な
い
か

と
新
た
に
推
測
さ
れ
た
地
点
の
図
版
な
ど

も
紹
介
さ
れ
、さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
た

遺
跡
の
範
囲
に
、参
加
者
も
身
を
乗
り
出

し
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

保
護
か
ら
図
書
館
な
ど
の
施
設
運
営
、郷

土
芸
能
や
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
と
い
っ
た
広

い
事
業
に
加
え
、最
近
で
は
子
育
て
支
援

の
観
点
か
ら
家
庭
教
育
学
校
、放
課
後
子

ど
も
教
室
な
ど
に
も
重
点
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
上
で
、「
４
月
の
機
構
改
革
で
公
民

館
と
も
組
織
が
一
体
化
に
な
る
。子
ど
も

か
ら
女
性
、高
齢
者
ま
で
広
い
世
代
に
対

応
し
た
事
業
を
手
が
け
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
」と
活
動
方
針
を

　
報
告
会
は
、市
の
文
化
振
興
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
や
昨
年
６
月
に
開
か
れ
た
第

59
回
全
国
植
樹
祭
で
も
そ
の
出
土
部
材
が

展
示
紹
介
さ
れ
た
胡
桃
館
遺
跡
の
調
査
発

掘
成
果
な
ど
を
紹
介
し
、関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、胡
桃
館

遺
跡
に
つ
い
て
は
京
都
大
学
の
吉
川
真
司

教
授
に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
報
告
で
は
、市
教
委
の
長
岐
直
介
生
涯

学
習
課
長
が
、世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に

登
録
さ
れ
た
伊
勢
堂
岱
遺
跡
や
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
金
家
住
宅
な
ど
の

担
当
事
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
。文
化
財

生
涯
学
習
課
か
ら
の
報
告

多
彩
な
事
業
で
文
化
振
興
を�

報　告�

地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
成
果

新
た
な
埋
没
建
物
跡
か
？�

報　告�

●�

京
都
大
学�

吉
川
教
授�

と
う
ぜ
ん�

く
る
み
だ
て�

北秋田市文化財報告会・講演会�

　
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
で

建
物
ら
し
き
反
応
が
出
た
地
点（
青
い
部
分
）
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■全国でもまれな平安時代の埋没家屋�

　胡桃館遺跡は、現在の鷹巣中学校のグラン

ド整備中に発見された、今から千年前（平安時代）

の遺跡です。昭和４２年から３年間にわたり秋

田県教育委員会と当時の鷹巣町教育委員会に

よって発掘が行われました。校倉造りという

高度な技術が使われた建物がそのままの形で

出土したことで話題になりました。�

�

�

�

�

�

�

�

�
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■なぜ残ったのか？�

　普通、建物の柱や板などの木材は地中に埋

まっていると腐ってしまいます。なぜ当時の

建物が残っているのでしょうか。その理由は

十和田火山の噴火にあります。現在の十和田

湖は約千年前（一説によると西暦９１５年）に

噴火しました。その噴火の規模は有史以来の

日本最大級のものと言われています。

　北秋田市には火山灰はあまり降らなかった

ようですが、大量の土石流（シラス洪水）が米

代川を流れ、流域の村々を飲み込んでしまい

ました。火山灰を含んだ土に埋もれたことで

腐らずに残ったようです。

�

■どんな人が住んでいたのか�

　平安時代、この地域の人々は『蝦夷』と呼ば

れていて、天皇の支配が及んでいない土地で

した。そのような地域で高度な建築技術を用

いた建物がみつかったり、遺跡からは「寺」と

読める文字を書いた土器や、お経を読んだと

いう記録の落書きがみつかっています。この

ことから、この地域を治めるような人物や、僧

侶が住んでいたのではないか、と推測されて

います。

こ
れ
ら
の
解
釈
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
胡

桃
館
遺
跡
寺
院
説
に
つ
い
て
言
及
し
、「
建

物
が
ど
う
使
わ
れ
た
か
は
今
後
の
研
究
を

待
ち
た
い
」と
、現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
調

査
へ
の
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。�

　
そ
の
上
で
教
授
は
、イ
ン
ド
か
ら
中
国

に
伝
え
ら
れ
た
仏
教
が
空
海
や
最
澄
に
よ
っ

て
日
本
に
伝
え
ら
れ
、さ
ら
に
最
東
部
と

も
い
え
る
秋
田
に
そ
の
証
が
あ
っ
た
こ
と

を
、「
当
時
、朝
廷
に
よ
る
蝦
夷
支
配
と
重

な
り
合
い
な
が
ら
、仏
教
が
こ
の
地
に
息

づ
い
て
い
た
。胡
桃
館
遺
跡
は
日
本
最
北

の
古
代
寺
院
で
あ
り
仏
教
東
漸（
東
方
に

伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
）の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

だ
と
い
え
る
」と
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

自
説
を
展
開
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
、建
物
の
近
く
で
見
つ
か
っ

た
３
本
柱
が
、『
幢
竿
』と
呼
ば
れ
る
寺
院

な
ど
で
旗
や
シ
ン
ボ
ル
を
立
て
る
た
め
の

柱
と
そ
の
支
柱
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
や
、�

を
読
む
の
は
何
ら
か
の
災
い
に
対
し
て
の

加
護
を
祈
る
た
め
で
、災
い
と
は
、他
の
公

文
書
な
ど
の
記
録
か
ら
西
暦
９
１
５
年
に

起
き
た
と
さ
れ
る
十
和
田
火
山
の
噴
火
で

あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
」と
述
べ
て
、

胡
桃
館
遺
跡
の
全
体
か
、も
し
く
は
そ
の

一
部
が
常
設
の
寺
と
し
て
使
わ
れ
た
建
物

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、「
建
物
の
周
囲
か
ら
見
つ
か
っ

た
土
器
片
に
書
か
れ
て
い
た『
守（
か
み
）

＝
役
人
を
表
す
こ
と
ば
』と『
寺
』の
文
字

の
う
ち
、『
守
』は
、一
見
そ
う
読
め
そ
う
だ

が
、う
か
ん
む
り
の
書
き
方
な
ど
か
ら
推

測
す
る
と
、文
字
の
一
部
が
消
え
て
い
る

だ
け
で
、こ
ち
ら
も『
寺
』で
は
な
い
か
」と

　
続
い
て
、「
胡
桃
館
遺
跡
と
古
代
仏
教
」

を
テ
ー
マ
に
、吉
川
教
授
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。吉
川
教
授
は
古
代
史
が
専
門
。

東
北
を
は
じ
め
秋
田
の
歴
史
に
も
造
詣
が

深
く
、胡
桃
館
遺
跡
に
も
何
度
も
訪
れ
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。�

����

　
吉
川
教
授
は
、胡
桃
館
遺
跡
の
性
格
や

出
土
し
た
建
物
の
扉
板
に
書
か
れ
て
い
た

墨
書
に
つ
い
て
触
れ
、「
扉
板
の
墨
書
は
、

お
坊
さ
ん
が
経
典
を
30
巻
ず
つ
３
日
間
読

ん
だ
記
録
と
解
釈
で
き
る
。僧
侶
が
経
典

胡桃館遺跡とは？�

▲発掘当時のようす（昭和４２年頃）

吉
川
教
授

寺
院
と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性
大�

講　演�

ど
う
か
ん�

え
み
し�

えみし�

あぜくら�

寺、守と書かれた

墨書土器（部分）。

「守」は「寺」の文字の一部が消えた

だけで、「寺」ではないかと吉川教授



　
国
民
年
金
は
、20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
が
加
入
し
、老
齢
・
障
害
・
死
亡
の
保
険
に
該
当
し
た
時
に
基

礎
年
金
を
支
給
す
る
、公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
老
齢
・
障
害
・
死
亡
等
に
よ
る
所
得
の
喪
失
・
減
少
に
よ
り
、国
民
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
、国

民
の
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
防
止
し
、健
全
な
国
民
生
活
の
維
持
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

公
的
年
金
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。国
民
年
金
は
、基
本
的
に
全
て
の
国
民
が
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
の
仕
組
み

�

◆
社
会
保
険
方
式

　
公
的
年
金
制
度
は
、
社
会
保
険
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
保
険
料
を

基
本
と
し
て
国
庫
負
担
（
税
金
）
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
安
定
的

に
運
営
し
て
い
ま
す
。�

　
年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
は
、
加
入
者
（
現
役
世
代
）
の
支
払
う

保
険
料
及
び
国
庫
負
担
（
税
金
）
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。�

　
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
へ
の
国
庫
負
担
は
３
分
の
１
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
割
合
は
毎
年
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
、
平
成
21
年
度

ま
で
に
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。�

　
社
会
保
険
方
式
は
、
老
齢
、
障
害
及
び
死
亡
と
い
う
事
故
に
備
え

て
あ
ら
か
じ
め
保
険
料
を
拠
出
し
、
こ
れ
ら
の
事
故
が
起
き
た
際
に

保
険
料
を
財
源
と
し
て
年
金
給
付
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
原
則

的
に
は
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。�

◆
基
礎
年
金
と
上
乗
せ
年
金
の
２
階
建
て

　
わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、
従
来
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
対
象
と

す
る
厚
生
年
金
、
公
務
員
な
ど
を
対
象
と
す
る
共
済
年
金
、
自

営
業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
国
民
年
金
と
い
う
よ
う
に
分
立
し

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
60
年
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
国
民
年
金

の
適
用
の
範
囲
が
す
べ
て
の
国
民
に
拡
大
さ
れ
、
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
の
被
保
険
者
及
び
そ
の
配
偶
者
も
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

�

支
え
合
っ
て
将
来
も
っ
と
確
か
な
安
心
を�

国
民
年
金
は
、あ
な
た
と
み
ん
な
の
未
来
を
つ
な
ぐ
大
切
な「
き
ず
な
」で
す

支
え
合
っ
て
将
来
も
っ
と
確
か
な
安
心
を�

あ
な
た
の
た
め
に
、
み
ん
な
の
た
め
に

◆公的年金制度の位置づけと仕組み◆

※資料：総務省統計局「平成18年10月1日現在推計人口」

◆年金制度の体系図◆

公的年金制度とは 

   国が責任を持って 
   運営する高齢者の

老後の収入の保障 

 現役世代が高齢者の 
 老後生活を支える 

世代から世代への仕送り 

すべての国民が 
対象となる

国 民 皆 年 金 

国庫負担 

保険料未納者 

保険料 

年金受給世代
（65歳以上） 

約2,660万人 
           （平成18年） 

現役世代（20歳以上65歳未満） 約7,731万人 （平成18年） 

第2号被保険者の 
被扶養配偶者 

第1号被保険者 
第3号 
被保険者 

（自営業者等） 

第2号被保険者 

（サラリーマン） （公務員等） 

国 民 年 金 

（基 礎 年 金） 

厚 生 年 金 共済年金 

厚生年金基金 

（代行部分） 

職域 
相当部分 

確
定
拠
出
年
金

個
人
型

 

国

民

年

金

基

金 

付

加

年

金 

上
乗
せ
年
金

2
階

基
礎
年
金

1
階

上
乗
せ
年
金

2
階

基
礎
年
金

1
階

（

（
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納
付
や
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
安
心

便
利
な
「
口
座
振
替
」
、
ま
と
め
て
納
付
す

る
と
割
引
に
な
る
「
前
納
制
度
」
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。�

���

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
市
役
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
届
出

ま
た
は
申
請
す
る
と
保
険
料
納
付
が
免
除
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
免
除
が

受
け
ら
れ
る
の
は
次
の
場
合
で
す
。�

①
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
障
害
年

金
を
受
け
て
い
る
と
き
や
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
と
き
。
こ
の

場
合
は
、
市
役
所
を
通
し
て
社
会
保
険
事
務

所
長
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
納

付
が
免
除
さ
れ
ま
す
（
法
定
免
除
）
。�

②
所
得
が
少
な
い
場
合
な
ど
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

こ
の
場
合
は
、
市
役
所
を
通
し
て
申
請
を
行

い
、
社
会
保
険
事
務
所
長
が
認
め
た
場
合
に

限
り
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
（
申
請

免
除
）
。�

　
申
請
免
除
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
、

全
額
免
除
と
一
部
納
付
（
４
分
の
１
納
付
／

半
額
納
付
／
４
分
の
３
納
付
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。�

　
全
額
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

そ
の
期
間
の
う
ち
の
６
分
の
２
が
年
金
額
に

反
映
さ
れ
、
一
部
納
付
期
間
に
つ
い
て
は
、

そ
の
期
間
の
う
ち
、
４
分
の
１
納
付
は
６
分

の
３
／
半
額
納
付
は
６
分
の
４
／
４
分
の

３
納
付
は
６
分
の
５
が
年
金
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。�

　
老
後
の
生
活
実
態
を
見
て
も
、
公
的
年
金

や
恩
給
を
受
給
し
て
い
る
高
齢
者
世
帯
の
59
・

９
％
の
世
帯
が
公
的
年
金
や
恩
給
の
み
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
的
年
金
は
高
齢

者
世
帯
の
平
均
所
得
の
70
・
２
％
を
占
め
て

お
り
、
老
後
生
活
の
主
要
な
柱
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
公
的
年
金
は
、
わ
が
国
の
社
会
保

障
給
付
費
の
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
、
暮

ら
し
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。�

◆
市
役
所
で
加
入
手
続
を

　
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続
を
、

自
分
の
責
任
で
、
必
ず
住
所
地
の
市
役
所

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
第
２
号
・
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
す

る
場
合
を
除
き
ま
す
）�

　
加
入
手
続
を
済
ま
せ
る
と
、
年
金
手
帳

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
手
帳
は
、
就
職
、

転
職
、
離
職
等
に
よ
り
生
活
環
境
が
変
わ

っ
た
と
き
や
年
金
を
受
け
る
と
き
な
ど
、

一
生
を
通
し
て
使
う
も
の
で
す
か
ら
、
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。�

　
な
お
、
20
歳
に
な
る
前
か
ら
就
職
し
て

会
社
等
に
勤
め
て
い
る
人
は
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、

同
時
に
国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
に

も
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
は
、
勤
め
先
の

事
業
主
等
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

◆
保
険
料
の
納
め
方

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
加
入
手
続
後

に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
国

民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」に
よ
り
、銀

行
や
信
用
金
庫
な
ど
金
融
機
関
の
窓
口
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。保
険
料
の
月
額
は
、

１
万
４
６
６
０
円（
平
成
21
年
度
）で
す
。�

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子

　�

老
後
の
生
活
の
基
本
部
分
を

　
ガ
ッ
チ
リ
支
え
る

▲約６割の高齢者世帯が
　年金収入だけで生活

▼年金は高齢者世帯の
　収入の約７割

20
歳
に
な
っ
た
ら

　
国
民
年
金
に
加
入

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い

　
そ
ん
な
時
に
は

※
将
来
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
も
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
の
保
険
料

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
（
10
年
以
内
）
納
付
す

る
こ
と
（
追
納
）
を
お
奨
め
し
ま
す
。

◎
お
問
合
せ
　
保
険
課
a

62-

１
１
１
７

公的年金・恩給の総所得に
占める割合が100%の世帯 

公的年金・恩給211.9万円

59.9％ 

80～100％ 
未満の世帯 
10.3％ 

60～80％ 
未満の世帯 
11.8％ 

40～60％ 
未満の世帯 
8.8％ 

20～40％ 
未満の世帯 
6.7％ 

20％未満の世帯 
2.5％ 

公的年金・恩給
を受給している 
高齢者世帯

70.2％ 

稼働所得 
18.1％ 

財産所得
5.2％ 

その他の所得 
6.5％ 

高齢者世帯の

※資料：平成18年　国民生活基礎調査

北秋田市役所�

平均所得
301.9万円
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市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」が
市
保
健

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。講
座

で
は
、多
く
の
市
民
が
専
門
家
に
よ
る
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、「
歯
の
健
康
」と「
食
生
活
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲多くの市民が生活習慣病予防などに
ついて学んだ「すこやか健康講座」

３．８本�

８本�

２．１本�

６本�

秋田県� 全国�

秋田県� 全国�

80～84歳� 85歳～�

残っている自分の歯の数(80歳～)

県民歯科疾患実態調査（2006年）�

■秋田県（2006年）　■全国（2005年）�

10

8

6

4

2

0

 

歯
の
健
康
を
保
ち�

　
　
　
　
　
　
体
の
健
康
を�

秋
田
県
健
康
推
進
課�

主
査
（
歯
学
博
士
）�

　
ま
た
、80
歳
で
残
っ
て
い
る
自
分
の
歯

の
数
も
全
国
平
均
が
８
・
９
本
な
の
に
対

し
、秋
田
県
は
３
・
９
本
と
半
分
以
下
、こ

れ
を
失
っ
た
歯
の
数
で
比
較
す
る
と
、秋

田
県
民
は
80
歳
ま
で
に
24
・
１
本
が
失
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。各
年

代
別
で
も
秋
田
県
は
全
国
平
均
よ
り
悪
く
、

参
加
者
も
示
さ
れ
た
数
値
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。�

■
口
腔
ケ
ア
に
大
切
な
唾
液�

　
田
村
さ
ん
は
、「
唾
液
は
口
の
中
で
最
も

重
要
な
細
菌
に
対
す
る
防
御
機
能
を
果
た

し
て
い
る
。唾
液
は
噛
む
こ
と
で
分
泌
さ

れ
や
す
く
な
る
た
め
、食
事
の
際
は
し
っ

か
り
と
噛
む
こ
と
が
大
切
。舌
を
よ
く
動

か
し
た
り
口
を
動
か
す
練
習
を
す
る
こ
と

で
刺
激
が
生
ま
れ
、唾
液
の
分
泌
が
促
進

さ
れ
、食
事
も
美
味
し
く
楽
し
く
な
り
、生

活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
」と
、唾
液
と

口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
指
摘
。�

■
歯
が
な
い
人
は
入
れ
歯
を�

　
加
え
て
、「
入
れ
歯
を
入
れ
る
こ
と
も
口

腔
ケ
ア
の
一
つ
。歯
が
な
い
人
は
入
れ
歯

で
咀
し
ゃ
く
機
能
が
回
復
す
る
。ま
た
合

わ
な
い
入
れ
歯
が
病
気
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
多
い
」と
述
べ
、
車
椅
子
を

使
っ
て
い
た
高
齢
者
が
ぐ
ら
つ
い
て
い
た

入
れ
歯
を
直
し
た
だ
け
で
、元
気
に
歩
き

回
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
様
子
が
ビ
デ
オ
で

県
は
13
％
、85
歳
以
上
の
区
分
に
至
っ
て

は
全
国
平
均
８
・
３
％
に
対
し
秋
田
県
は

ゼ
ロ
％
と
極
端
に
低
く
、そ
の
原
因
の
一

つ
に
、８
０
２
０
運
動
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
人
が
少
な
い
な
ど
、歯
の
健
康
に
つ

い
て
関
心
が
低
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
に

上
げ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。�

動「
８
０
２
０
運
動
」に
つ
い
て
触
れ
、「
人

間
の
歯
は
全
部
で
28
本
。80
歳
で
20
本
以

上
自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
る
人
は
、何
で

も
好
き
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
て
健
康
な
生

活
を
送
っ
て
い
る
人
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、

10
本
以
下
の
場
合
、柔
ら
か
い
も
の
し
か

食
べ
ら
れ
ず
、病
気
が
ち
で
寝
た
き
り
や

認
知
症
の
人
も
多
い
」と
、歯
の
健
康
が
体

の
健
康
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を

説
明
。そ
の
上
で
、年
齢
と
歯
の
数
の
統
計

や
秋
田
県
民
の
む
し
歯
の
状
況
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。�

■
８
０
２
０
運
動
に
関
心
の
低
い
県
民�

　
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
も
つ
人
の
割
合

は
、各
年
代
で
秋
田
県
が
全
国
平
均
よ
り

も
低
く
、８
０
２
０
達
成
者
の
割
合
に
つ

い
て
も
、80
歳
か
ら
84
歳
ま
で
の
区
分
で

全
国
平
均
が
約
21
％
な
の
に
対
し
、秋
田

�

　
講
座
は
、市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
を

目
的
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、毎
回
テ
ー

マ
を
変
え
、６
回
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。１
月
31
日
に
は
、「
歯
周
疾
患
の

予
防
と
治
療
に
つ
い
て
」を
演
題
と
し
て

秋
田
県
健
康
推
進
課
主
査
で
歯
学
博
士
の

田
村
光
平
さ
ん
が
歯
の
健
康
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。�

　
冒
頭
で
田
村
さ
ん
は
、80
歳
ま
で
に
20

本
以
上
の
自
分
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う
運

田
村
光
平
さ
ん

は
ち
ま
る
に
い
ま
る�

歯
の
健
康
、

歯
の
健
康
、「
食
」

「
食
」の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を

の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を�
歯
の
健
康
、

歯
の
健
康
、「
食
」

「
食
」の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を

の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を�
歯
の
健
康
、「
食
」の
見
直
し
で
健
康
ラ
イ
フ
を�

市
保
健
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」
か
ら

市
保
健
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」
か
ら�

市
保
健
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」
か
ら�
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「すこやか健康講座」から�

�

 

食
生
活
の
見
直
し
で�

　
　
　
　
　
　
老
化
防
止
を�

平成18年度�

県民健康・�
　栄養調査結果から（抜粋）�

　１日の平均歩数（１５歳以上）は６，２１７
歩でした。平成１３年の６，５４２歩と比較
すると減少していました。できるだけ歩く
ようにこころがけましょう

▽成人男性の３０．５％、女性の２８．０

％が肥満

▽メタボリックシンドローム該当者

は４０～７４歳の男性で２５．８％、女性

３６．２％

▽脂肪からのエネルギー摂取の割合

で過剰が心配される人は、男性が２８．

３％、女性３６．２％

▽平均歩数は６，２１７歩で少ない状況

▽平均塩分摂取量（成人）は１１．３ｇで

まだとりすぎ→目標１０ｇ未満

▽野菜類の平均摂取量（１人１日当り）

は３１４．２ｇで目標量に比べ不足

▽２０歳代の男性の４人に１人が毎日

欠食している

▽２０歳代の女性は５人に１人がやせ

すぎ

田
中
玲
子
さ
ん

菜
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ア
セ
ロ
ラ
の
実
、ゴ

マ
な
ど
に
つ
い
て
も
老
化
を
遅
ら
せ
る
栄

養
素
と
し
て
上
げ
て
い
ま
し
た
。逆
に
、魚

の
乾
物
は
過
酸
化
脂
質
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、魚
中
心
の
お
か
ず
が
続
く
な

ど
偏
っ
た
食
事
は
老
化
を
早
め
る
、と
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。�

■
調
理
に
も
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を�

　
調
理
方
法
に
つ
い
て
も
、「
フ
ラ
イ
パ
ン

で
油
を
長
い
時
間
熱
す
る
と
過
酸
化
脂
質

に
変
化
し
て
し
ま
う
。熱
し
て
か
ら
油
を

入
れ
す
ぐ
に
炒
め
る
な
ど
手
早
く
。て
ん

ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
揚
げ
油
の
中
に
ご

ま
油
を
１
％
加
え
た
だ
け
で
過
酸
化
脂
質

を
50
％
以
上
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
」な

ど
と
、ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
健
康
的
な

食
生
活
に
つ
な
が
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま

し
た
。 

　 �

の
診
断
基
準
の
一
つ
で
あ
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル（
動
脈
硬
化
の
防
止
に
つ
な

が
る
脂
質
）に
つ
い
て
、１
０
０
歳
以
上
長

生
き
し
て
い
る
人
は
、平
均
的
な
人
に
比

べ
数
値
が
ず
っ
と
高
い
こ
と
を
上
げ
、適

度
な
運
動
を
す
る
こ
と
、食
べ
物
で
は
魚

や
植
物
油
に
多
く
含
ま
れ
る
リ
ノ
ー
ル
酸

や
リ
ノ
レ
ン
酸
な
ど
の
不
飽
和
脂
肪
酸
を

摂
る
こ
と
で
Ｈ
Ｄ
Ｌ
の
割
合
を
上
げ
る
こ

と
を
勧
め
て
い
ま
し
た
。�

■
一
日
１
万
歩
は
歩
い
て�

　
同
様
に
、食
事
で
摂
っ
た
１
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
に

は
距
離
で
約
２
キ
ロ
、歩
数
で
３
千
か
ら

３
千
３
百
歩
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
、

万
歩
計
を
活
用
し
一
日
１
万
歩
を
目
標
と

す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
し
た
。 �

　「
心
臓
の
栄
養
は
脂
肪
酸
だ
が
、脳
の
栄

紹
介
さ
れ
る
と
、会
場
か
ら「
お
ー
」と
感

心
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、「
人
は
口
か
ら
食
べ
る
以
外
に

生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、歯

の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
影
響
す
る
。日

ご
ろ
か
ら
歯
科
保
健
に
関
心
を
持
ち
、歯

の
健
康
を
保
っ
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。�

�����

　
ま
た
２
月
９
日
に
は
、元
秋
田
栄
養
短

大
教
授
で
秋
田
市
の
ふ
じ
保
育
園
園
長
を

務
め
る
管
理
栄
養
士
の
田
中
玲
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、「
食
と
健
康
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

■
密
接
な
「
食
」
と
健
康�

　
田
中
さ
ん
は
は
じ
め
に「
が
ん
、心
臓
病
、

脳
卒
中
、認
知
症
の
中
で
一
番
か
か
り
た

く
な
い
病
気
は
？
」と
問
い
か
け
、参
加
者

の
ほ
と
ん
ど
が「
認
知
症
」と
答
え
た
の
に

対
し
、「
生
活
習
慣
や
食
生
活
を
見
直
す
こ

と
は
老
化
を
遅
ら
せ
、脳
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
」と
、食
と
健
康
が
密
接
な
関
係
に

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。�

　
生
活
習
慣
で
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
に
つ
い
て
解
説
。こ
の
う
ち
同
症
候
群

養
の
大
部
分
は
ブ
ド
ウ
糖
。こ
れ
は
デ
ン

プ
ン
か
ら
生
ず
る
も
の
で
、ご
は
ん
や
パ

ン
な
ど
デ
ン
プ
ン
質
が
含
ま
れ
た
食
事
が

基
本
」と
、規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
生
活
が
脳
の
栄
養
を
維
持
す
る
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。�

■
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を�

　
ま
た
、老
化
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
栄

養
素
と
し
て
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、雑
穀
に
含
ま

れ
る
ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
、紫
色
の
野
菜
や

果
物
に
多
く
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、

こ
の
ほ
か
タ
ン
ニ
ン
、カ
テ
キ
ン
、フ
ラ
ボ

ノ
イ
ド
な
ど
に
つ
い

て
一
つ
ず
つ
わ
か
り

や
す
く
解
説
。�

　
こ
の
ほ
か
、
野
生

種
な
ど
強
い
光
で
育

て
ら
れ
た
果
物
や
山
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市
で
は
、内
陸
線
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
各
地
区
住
民
を
対
象
に
２
月
17
日
か

ら
説
明
会
を
開
催
し
、児
童
生
徒
の
定
期

券
通
学
な
ど
積
極
的
な
利
用
を
要
請
し
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
18
日
、森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
森
吉
地
区
の
説
明

会
に
は
、森
吉
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心

に
約
20
人
の
住
民
が
出
席
、内
陸
線
の
運

営
状
況
や
存
続
を
維
持
す
る
た
め
の
乗
車

協
力
に
関
心
を
深
め
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
佐
藤
修
助
副
市
長
が
、「
内
陸

線
は
仙
北
市
と
連
携
し
て
存
続
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
運
営
状
況
は
厳
し
い
。地

元
の
利
用
が
な
け
れ
ば
維
持
は
困
難
。市

職
員
や
県
職
員
も
定
期
利
用
に
協
力
し
、

首
都
圏
の
文
化
人
も
存
続
の
た
め
の
運
動

を
展
開
し
て
い
る
。赤
字
を
２
億
円
以
内

に
抑
え
て
い
く
た
め
に
は
年
間
60
万
人
の

乗
車
の
確
保
が
課
題
。児
童
生
徒
の
７
万

人
の
利
用
を
目
指
し
た
い
の
で
中
学
生
の

定
期
利
用
に
つ
い
て
も
ご
協
力
を
」と
あ

い
さ
つ
。�

　
出
席
者
か
ら
は「
運
賃
の
割
引
な
ど
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
工
夫
す
べ
き
」「
駅
周
辺
の

子
供
が
対
象
と
い
う
が
人
数
も
限
ら
れ
て

お
り
他
の
地
域
の
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
バ

ス
で
通
学
し
た
い
」「
駅
周
辺
の
範
囲
が
不

明
確
」「
休
日
や
部
活
後
の
送
迎
は
ど
う
な

る
の
か
」な
ど
の
意
見
、要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 �

　
こ
れ
に
対
し
、「
定
期
に
つ
い
て
は
補
助

金
を
交
付
す
る
」「
21
年
度
中
に
２
次
ア
ク

セ
ス
の
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
試
行
し
な
が

ら
最
善
の
方
法
を
考
え
、22
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
」「
部
活
後
の
送
迎
に
つ

い
て
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
対
応
し
て
い
く
」

な
ど
と
説
明
し
内
陸
線
利
用
へ
の
協
力
を

訴
え
ま
し
た
。�

　
説
明
会
は
、17
日
に
阿
仁
地
区
で
、19
日

大
阿
仁
地
区
、20
日
合
川
地
区
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
し
、内
陸
線
の
積
極
的
な
利
用
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。�

▲森吉地区で開かれた「秋田内陸線利用促進説
明会」

�

　
市
の
行
財
政
改
革
推
進
の
骨
格
と
な
る

行
財
政
改
革
大
綱
の
素
案
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
ま
り
、２
月
13
日
、行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
の
加
藤
茂
行
委
員
長
が
そ
の
内
容
を

岸
部
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。�

　
市
で
は
、行
財
政
改
革
に
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
よ
う
と
市
民
10
人
か
ら
な
る

北
秋
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。�

 

加
藤
委
員
長
は
、「
市
の
存
続
の
た
め
に

は
市
民
と
市
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
。

危
機
意
識
を
持
っ
て
大
綱
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」と
、市
長
に
素
案
を
手
渡

し
ま
し
た
。素
案
に
目
を
通
し
た
市
長
は
、

「
細
部
に
わ
た
り
市
民
の
目
線
が
入
っ
た

改
革
へ
の
強
い
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。す

ぐ
に
で
も
で
き
る
も
の
か
ら
取
り
組
み
た

い
」な
ど
と
答
え
ま
し
た
。�

　
大
綱
の
大
き
な
目
的
は
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
財
政
基
盤
の
確
立
。目
標
と
し
て

▽
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
と
収
入
の
確
保
▽

職
員
の
行
財
政
改
革
へ
の
意
識
改
革
▽
市

民
と
市
の
共
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、を

３
本
の
柱
に
掲
げ
、改
革
推
進
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
実
施
計
画
で
は
、職
員
の
削
減
、収
納
率

の
向
上
な
ど
の
施
策
に
加
え
、▽
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
導
入
に
よ
る
時
間
外
窓
口
の

延
長
▽
市
の
実
情
に
合
っ
た
職
員
給
与
、

手
当
て
等
の
見
直
し
▽
議
会
、行
政
委
員

会
の
定
数
削
減
▽
病
院
事
業
の
統
廃
合
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
、職
員
削
減
及
び
職
員
給
与

等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
最
も
財
政
効
果

が
大
き
い
施
策
と
し
て
、21
年
度
か
ら
５

年
間
で
の
１
１
６
人
の
減
員
、さ
ら
に
職

員
の
給
与
制
限
に
よ
り
支
出
抑
制
に
大
き

く
寄
与
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
素
案
は
行
財
政
改
革
推
進
実
施
本
部（
本

部
長
‥
岸
部
市
長
）で
の
協
議
を
経
て
成

案
を
策
定
、21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

▲岸部市長に行財政改革大綱の素案を報告す
る推進委員会の加藤委員長

�

行革推進委が市長に大綱の素案を報告／内陸線利用促進説明会�

内
陸
線
利
用
促
進
説
明
会�

内
陸
線
の
積
極
的
な
利
用
を
呼
び
か
け
る�

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
が
市
長
に
大
綱
の
素
案
を
報
告�

危
機
意
識
を
持
っ
て
実
現
に
取
り
組
ん
で�
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北秋田市工業団地企業懇談会／市長日誌／大館能代空港お得な運賃�

　
北
秋
田
市
工
業
団
地
企
業
懇
談
会
が
２

月
17
日
、市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、厳
し

い
経
済
情
勢
の
中
、各
企
業
の
現
状
や
取

組
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。�

　
懇
談
会
に
は
、市
内
工
業
団
地
関
係
者

ら
約
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
岸
部
市
長
が「
各
企
業
で
は

こ
の
非
常
に
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、様
々

な
対
策
や
努
力
で
工
場
を
稼
働
し
、日
々

の
仕
事
に
励
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

市
で
は
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
を
導
入
し
、

市
道
大
野
台
線
の
拡
幅
に
つ
い
て
は
、引

き
続
き
事
業
を
継
続
し
て
い
る
。ま
た
、雇

用
も
厳
し
い
状
況
と
思
う
が
、願
わ
く
は

も
う
少
し
雇
用
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
、

従
業
員
を
リ
ス
ト
ラ
は
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
。各
企
業
の
支
援
を
検
討
し

て
い
き
た
い
の
で
、ご
意
見
、ご
提
言
を
賜

り
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。�

　
市
の
担
当
者
か
ら
は
、イ
ン
フ
ラ
整
備

状
況
や
市
工
業
振
興
条
例
の
改
正
内
容
、

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
、企
業
に
対
す

る
市
の
支
援
制
度
、雇
用
情
勢
悪
化
に
伴

う
緊
急
雇
用
対
策
本
部
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、東
北
電
力
の
担
当
者
を
招

い
て「
電
気
を
有
効
に
効
率
よ
く
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
に
」と
題
し
、最
適
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
提
案
な
ど

に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
意
見
交
換
で
は「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
開

通
に
よ
り
、文
面
や
図
面
の
送
受
信
が
ス

キ
ャ
ナ
ー
機
能
を
活
用
し
た
Ｅ
メ
ー
ル
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

実
現
し
た
」、「
厳
し
い
情
勢
の
中
、雇
用
調

整
を
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
が
、国
の

雇
用
調
整
金
に
プ
ラ
ス
し
た
形
で
、一
日

で
も
早
く
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
」、「
大

野
台
工
業
団
地
内
の
年
間
電
気
使
用
料
金

は
約
３
億
円
。よ
り
安
い
電
気
料
金
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」な
ど
と
コ
ス
ト

削
減
の
事
例
や
、要
望
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
。�

▲各企業の現状や取組などについて意見を
交わした、「北秋田市工業団地企業懇談会」

◇
２
月
１
日
〜
15
日

市
長
日
誌

２
日（
月
）▽
秋
田
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回
定
期
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

３
日（
火
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
に
出
席（
米
代
流
域

衛
生
セ
ン
タ
ー
）�

４
日（
水
）▽
２
月
定
例
記
者
会
見
を
実
施（
市
役
所
）▽
北
秋
田
市
役
所
職
員
労
働
組

合
の
団
体
交
渉
に
出
席（
市
役
所
）▽
北
秋
田
市
緊
急
雇
用
対
策
本
部
第
１
回

会
議
に
出
席（
中
央
公
民
館
）�

５
日（
木
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
及
び
議

会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
森
吉
支
所
）�

６
日（
金
）▽
元
鷹
巣
町
議
中
嶋
喜
代
さ
ん
の
叙
勲
伝
達
式
に
出
席（
市
役
所
）▽
日
本

赤
十
字
社
秋
田
県
支
部
よ
り
赤
十
字
災
害
救
援
車
両
並
び
に
災
害
救
護
装
備

器
材
の
寄
贈
を
受
け
る（
市
役
所
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設

組
合
２
月
議
会
に
出
席（
森
吉
支
所
）�

８
日（
日
）▽
森
吉
山
ダ
ム
利
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席（
四
季
美
館
）�

10
日（
火
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
２
月
議
会
に
出
席（
米
代
流
域
衛
生
セ

ン
タ
ー
）�

12
日（
木
）▽
県
立
北
欧
の
杜
公
園
運
営
協
議
会
に
出
席（
北
欧
の
杜
公
園
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
）▽
北
秋
中
央
病
院
運
営
委
員
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

13
日（
金
）▽
北
秋
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
よ
り
行
政
改
革
大
綱
の
提
示
を
受
け

る（
市
役
所
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
果
物
生
産
者
大
会
に
出
席（
北
秋
田
市
交
流

セ
ン
タ
ー
）�

14
日（
土
）▽
第
15
回
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席（
大
太
鼓
の
館
前
会
場
）�

大館能代空港
お得な運賃
大館能代空港
お得な運賃

◆
28
日
前
ま
で
の
予
約
で
お
ト
ク
な
運
賃「
旅
割
」

　
東
京
便 

片
道
１
万
３
０
０
０
円
〜
　
大
阪
便 

片
道
１
万
２
１
０
０
円
〜

　
羽
田
乗
継
・
沖
縄
便 

片
道
２
万
２
０
０
円
〜
／
沖
縄
行
9
時
5
分
出
発

　
14
時
30
分
到
着
／
沖
縄
発 

12
時
25
分
出
発
　
17
時
20
分
到
着

◆
大
館
能
代
空
港
３
月
の
時
刻
表

　
東
京
行
9
時
5
分
発
　
10
時
20
分
着
／
18
時
発
　
19
時
15
分
着

　
東
京
発
7
時
25
分
発
　
8
時
35
分
着
／
16
時
10
分
発
　
17
時
20
分
着

　
大
阪
行
13
時
発
　
14
時
50
分
着
▽
大
阪
発
10
時
50
分
発
　
12
時
25
分
着

◎
問
合
せ
先
　
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
　
a
０
１
８
６-

43-

７
０
７
２

北
秋
田
市
工
業
団
地
企
業
懇
談
会�

市
内
の
工
業
団
地
関
係
者
が
意
見
交
換�

⇒⇒

⇒
⇒

⇒
⇒
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大
に
ぎ
わ
い「
も
ち
っ
こ
市
」

〜
各
種
手
作
り
餅
、
漬
物
な
ど
の
特
産
品
も

▲大勢の人出でにぎわう「もちっこ市」の
テント内

〜
森
吉
山
阿
仁
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
大
会

　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
Ｂ
級
公
認
の
森
吉
山
阿
仁
マ

ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
大
会
が
、２
月
13
日
か
ら
３
日
間
、

森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、自

己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
果
敢
な
滑
り
を
展
開
し
ま
し
た
。�

　
３
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
は
、東
北
各
県

か
ら
34
歳
か
ら
84
歳
ま
で
１
１
９
人
の
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。�

　
高
津
森
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
は
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
で
は
ア

ル
ペ
ン
競
技
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、家
族
や
仲
間
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
、日
頃
鍛
え
た
力
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。�

　
参
加
者
た
ち
は
、連
戦
の
疲
れ
も
見
せ
ず
仲
間
の

健
闘
を
称
え
合
っ
て
い
ま
し
た
。�

熟
練
の
技
で
果
敢
に
挑
戦

昔
の
遊
び
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

〜
遊
び
体
験
イ
ベ
ン
ト「
白
い
風
と
遊
ぼ
う
」

　
遊
び
体
験
イ
ベ
ン
ト「
白
い
風
と
遊
ぼ
う
」が
２
月

７
日
、市
中
央
公
民
館
な
ど
で
開
か
れ
、子
ど
も
た
ち

が
け
ん
玉
な
ど
や
雪
だ
る
ま
づ
く
り
で
昔
な
が
ら
の

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
会
場
で
は
、け
ん
玉
や
こ
ま
、お
手
玉
、め
ん
こ
な
ど

昔
の
遊
び
道
具
が
並
ん
だ
テ
ー
ブ
ル
、木
工
遊
び
で
工

作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
コ
ー
ナ
ー
、縄
な
い
体
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
道
具

を
手
に
取
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、米
代
児
童
公
園
で
は
雪
だ
る
ま
仮
装
コ
ン
テ

ス
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
カ
ラ
ー
ス
プ

レ
ー
で
カ
ラ
フ
ル
な
姿
に
仕
上
げ
る
な
ど
工
夫
し
な

が
ら
雪
だ
る
ま
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�▲紙風船やこままわし、お手玉など昔なが

らの手遊びに夢中の子どもたち

�

▲全日本スキー連盟Ｂ級公認の森吉山阿仁
マスターズスキー大会

　
第
15
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
が
、綴
子
・
大
太
鼓
の
館

駐
車
場
の
特
設
テ
ン
ト
を
会
場
に
２
月
14
日
・
15
日

の
両
日
に
開
催
さ
れ
、手
作
り
の
餅
や
各
種
特
産
品

な
ど
を
買
い
求
め
る
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。�

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、村
井
松
悦
鷹
巣
物
産
協
会

長
が「
も
ち
っ
こ
市
の
大
き
な
目
的
は
自
分
た
ち
の

作
っ
た
も
の
を
売
る
地
産
地
消
化
。ア
イ
デ
ア
で
秋

田
の
食
の
底
力
を
示
し
、ま
た
、知
恵
を
絞
っ
て
全
国

に
売
り
込
め
る
よ
う
努
め
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。�

　
会
場
と
な
っ
た
テ
ン
ト
内
で
は
、干
し
餅
や
切
餅
、

お
焼
き
、大
福
餅
と
い
っ
た
手
づ
く
り
の
餅
や
漬
物

類
、肉
の
煮
込
み
、う
ど
ん
な
ど
地
元
の
特
産
品
が
ズ

ラ
リ
と
並
べ
ら
れ
、大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。�
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ダ
ン
ス
や
生
演
奏
な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

　
地
域
芸
術
文
化
活
動
事
業「
も
り
よ
し
文
化
交
流

会
」が
２
月
８
日
、森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、大
勢
の
市
民
が
会
場
に
詰
め
掛
け
ま
し
た
。�

　
成
田
陸
雄
実
行
委
員
長
は「
出
演
す
る
方
も
観
覧

す
る
方
も
、み
な
さ
ん
一
日
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」な

ど
と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、ゲ
ス
ト
の
３
団
体
を
含
む

10
団
体
が
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

　
出
演
団
体
の
一
つ
、北
の
杜
音
楽
団
は
、演
歌
や
童

謡
等
、み
ん
な
の
知
っ
て
い
る
曲
の
演
奏
で
観
衆
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。�

　
ア
ン
コ
ー
ル
の「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
」が
始
ま

る
と
観
衆
と
ス
テ
ー
ジ
が
一
体
と
な
り
、大
き
な
手
拍

子
が
沸
き
起
こ
り
、レ
ク
ダ
ン
ス
の
人
た
ち
も
踊
り

出
し
、会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。�

〜
も
り
よ
し
文
化
交
流
会

▲大きな拍手が沸き起こり、会場全体が盛
り上がった北の杜音楽団の演奏

博
物
館
の
役
割
、活
動
を
紹
介

　
市
中
央
公
民
館
公
開
講
座「
博
物
館
の
魅
力
に
つ

い
て
」が
２
月
12
日
、同
公
民
館
で
開
か
れ
、参
加
者

が
秋
田
県
立
博
物
館
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。�

　
講
座
は
、同
博
物
館
の
高
橋
正
学
芸
主
事
が
講
師

を
務
め
ま
し
た
。高
橋
主
事
は
、「
現
在
の
博
物
館
は
、

大
き
く
分
け
て
人
文
系
展
示
室
と
自
然
系
展
示
室
、

企
画
展
示
室
、体
験
活
動
室
な
ど
で
構
成
さ
れ
、秋
田

の
時
代
や
自
然
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」な
ど
と
施

設
の
概
要
や
展
示
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、「
古
い
道
具
な
ど
を
展
示
す
る
と
き
は
、そ

の
道
具
を
使
う
人
や
使
わ
れ
た
時
代
の
意
味
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
」と
、企
画
展
示
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

〜
中
央
公
民
館
公
開
講
座

▲県立博物館の施設や活動について学んだ
中央公民館公開講座「博物館の魅力について」

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
目
指
し
旗
門
に
挑
む

　
第
44
回
大
館
・
北
秋
田
ス
キ
ー
米
内
沢
大
会（
北
林

一
成
会
長
）が
２
月
22
日
、米
内
沢
ス
キ
ー
場
で
開
か

れ
、北
秋
田
市
・
郡
、大
館
市
の
小
中
学
生
が
各
競
技

で
技
術
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
合
い
ま
し
た
。�

　
今
大
会
は
、大
館
・
北
秋
田
地
区
よ
り
19
校
53
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
、中
学
校
は
男
女
別
の
回
転
競
技
、小
学

校
は
３
年
生
か
ら
６
年
生
の
各
学
年
が
男
女
別
に
回

転
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、選
手
の
家
族
ら
が
大
勢
駆
け
つ
け
、カ

メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
片
手
に
タ
イ
ム
を
競
う
わ
が
子
や

同
じ
学
校
の
選
手
に
に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。雨
交
じ
り
の
天
候
で
競
技
は
１
本
の
タ
イ
ム

で
競
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、選
手
ら
は
、果
敢
に

旗
門
に
挑
み
、ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
目
指
し
ま
し
た
。�

〜
大
館
・
北
秋
田
ス
キ
ー
米
内
沢
大
会

▲家族らの声援を受けながら旗門に挑む
選手
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MANABI NO HIROBA

学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

貴
重
な
S
P
レ
コ
ー
ド
を
鑑
賞
�

浜
辺
の
歌
音
楽
館
第
82
回
演
奏
会

受
講
者
募
集  

「
公
民
館
講
座
」�

講
座
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
、詳
細
を
お

尋
ね
に
な
り
た
い
方
は
各
公
民
館
ま
で
お
申

し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

■�申�
■�問�

■�申�
■�問�

■�申�
■�問�

■�申�
■�問�

■�申�
■�問�

■�申�
■�問�

■�申�

■�問�…問合せ先�

…申込先�

わだい�
　「
な
つ
か
し
い
レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会
」

が
2
月
16
日
、浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
音
楽
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
レ
コ
ー
ド

を
鑑
賞
し
よ
う
と
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
今
回

で
8
回
目
に
な
り
ま
す
。�

　
聴
衆
は
、今
で
は
、す
っ

か
り
聴
く
機
会
が
な
く

な
っ
た
S
P
盤
レ
コ
ー

ド
を
手
回
し
蓄
音
機
な

ど
で
鑑
賞
し
、
レ
コ
ー

ド
の
音
に
あ
わ
せ
て
戦

前
、戦
後
の
童
謡
、唱
歌
、

流
行
歌
な
ど
懐
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
み
、

当
時
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、来
場
者
か
ら
は
、数
多
く
収
蔵
さ

れ
て
い
る
L
P
レ
コ
ー
ド
の
鑑
賞
会
も
開

催
し
て
ほ
し
い
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
、

今
後
随
時
企
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

�������■
「
エ
コ
料
理
講
座
」

日
　
時
　
３
月
11
日（
水
）�

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
13
時
頃
�

場
　
所
　
北
秋
田
市
中
央
公
民
館
�

講
　
師
　
田
村
弘
子
さ
ん
�

定
　
員
　
20
人（
先
着
順
）�

内
　
容
　
エ
コ
を
考
え
、旬
の
食
材
を
使
っ

て
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
食
材
の
使
い
切
り
料

理
数
品
�

参
加
費
　
材
料
代
１
５
０
０
円
程
度
�

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具
�

申
込
期
間
　
３
月
２
日（
月
）午
前
９
時
〜

３
月
５
日（
木
）午
後
５
時
�

　
　
　
中
央
公
民
館
a

62�-

１
１
３
０
�

�■
「
手
ま
り
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
講
座
」

日
　
時
　
３
月
12
日（
木
）�

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時
頃
�

場
　
所
　
北
秋
田
市
中
央
公
民
館
�

講
　
師
　
片
山
幸
子
さ
ん
�

内
　
容
　
直
径
３
㌢
位
の
土
台
ま
り
に
糸

で
か
が
っ
て
模
様
を
作
り
、小
さ
い
手
ま

り
を
作
り
ま
す
。ス
ト
ラ
ッ
プ
や
根
付
に

し
ま
す
�

定
　
員
　
10
人（
先
着
順
）�

参
加
費
　
材
料
代
　
４
０
０
円
程
度
�

持
ち
物
　
糸
切
り
用
ハ
サ
ミ
・
も
の
さ
し

又
は
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
チ
針
10
本
以
上
・
紙
テ

ー
プ（
あ
る
人
の
み
）・
筆
記
用
具
・
昼
食
�

申
込
期
間
　
３
月
２
日（
月
）午
前
９
時
〜

３
月
６
日（
金
）午
後
５
時
�

　
　
　
中
央
公
民
館
a

62�-

１
１
３
０
�

�■
「
初
心
者
向
け
の
料
理
講
座
」�

日
　
時
　
３
月
16
日（
月
）�

　
　
　
　
18
時
〜
20
時
30
分
頃
�

場
　
所
　
北
秋
田
市
中
央
公
民
館
�

講
　
師
　
田
村
弘
子
さ
ん
�

定
　
員
　
20
人（
先
着
順
）�

内
　
容
　
手
軽
で
簡
単
に
で
き
る
料
理
数

品
を
作
り
ま
す
。男
性
も
大
歓
迎
�

参
加
費
　
材
料
代
１
５
０
０
円
程
度
�

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具
�

申
込
期
間
　
３
月
２
日（
月
）午
前
９
時
〜

３
月
９
日（
月
）午
後
５
時
�

　
　
　
中
央
公
民
館
a

62�-

１
１
３
０
�

�■
「
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
で
編
む
バ
ス
マ
ッ

ト
作
り
講
座
」�

日
　
時
　
３
月
13
日（
金
）�

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時
頃
�

場
　
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
�

講
　
師
　
高
橋
キ
ヨ
子
さ
ん
�

定
　
員
　
15
人（
先
着
順
）�

内
　
容
　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
等
を
使
っ
た

バ
ス
マ
ッ
ト
作
り
�

材
料
代
　
２
０
０
円
�

持
ち
物
　
タ
オ
ル
を
幅
２
・
５
㌢
、10
〜
12
等

分
に
裂
い
た
布
地
９
本
分（
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
も

よ
い
）、洗
濯
バ
サ
ミ
４
個
、も
の
さ
し
、は
さ

み
、布
団
針
又
は
木
綿
針
、筆
記
用
具
、昼
食
�

　
　
　
合
川
公
民
館
a

78�-

２
１
１
４
�

�■
「
第
３
回
ろ
ば
た
講
座
」�

日
　
時
　
３
月
16
日（
月
）�

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
�

場
　
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
�

内
　
容
　
講
演「
白
神
山
地
に
生
き
る
」�

講
　
師
　
白
神
山
地
の
ブ
ナ
原
生
林
を
守

る
会
・
理
事
長
　
鎌
田
孝
一
さ
ん
�

対
　
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
�

　
　
　
合
川
公
民
館
a

78�-

２
１
１
４
�

�■
「
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
作
る
手
さ
げ
カ
ゴ

作
り
講
座
」�

日
　
時
　
３
月
17
日（
火
）・
18
日（
水
）�

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時
�

場
　
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
�

講
　
師
　
菅
原
知
明
さ
ん
�

定
　
員
　
15
人（
17�
・
18
日
の
２
日
と
も
参

加
出
来
る
方
）�

内
　
容
　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
手
さ
げ
カ
ゴ

を
作
り
ま
す
�

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度
�

持
ち
物
　
個
別
に
通
知
し
ま
す
�

　
　
　
阿
仁
公
民
館
a

82�-

２
２
２
０
�
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市
内
の
高
齢
者
大
学
生
が
一
堂
に
会
す

る
北
秋
田
市
高
齢
者
大
学「
全
体
公
開
講
座
」

が
２
月
16
日
、市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

受
講
生
や
一
般
参
加
者
約
４
５
０
人
が
講

演
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
学
習
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
北
秋
田
警
察
署
の
田
口
正
彦

生
活
安
全
係
長
が
、「
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
防
止
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。�

　
田
口
さ
ん
は
、振
り
込
め
詐
欺
の
形
態

は
大
き
く
分
け
て『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』『
架

空
請
求
詐
欺
』『
融
資
保
証
金
詐
欺
』『
還
付

金
詐
欺
』の
４
種
類
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
手

口
や
狙
わ
れ
や
す
い
年
代
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。�

　
ま
た
、先
月
北
秋
田
市
内
で
実
際
に
振

り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を

報
告
し
、お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
家
族
や

警
察
に
連
絡
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
被
害
者
の
多
く
は『
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
』

と
思
っ
て
い
た
と
い
い
、参
加
者
は
真
剣

な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
続
い
て
行
わ
れ
た
津
軽
漫
芸
家
の
藤
崎

三
平
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

津
軽
弁
を
駆
使
し
た
お
笑
い
ト
ー
ク
に
、

会
場
か
ら
は
絶
え
ず
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。�

�����

　
鷹
巣
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

（
湊
屋
啓
二
会
長
）主
催
の
第
10
回
子
ど
も

会「
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
」が
、２
月
14
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、市
内
の
小
学

生
37
人（
オ
セ
ロ
23
人
、将
棋
14
人
）が
参

加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

　
将
棋
は
４
グ
ル
ー
プ
で
の
予
選
リ
ー
グ
、

オ
セ
ロ
は
学
年
ご
と
の
予
選
リ
ー
グ
を
行

い
、そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
み
、王
座
を
目
指
し
ま
し
た
。�

　
参
加
し
た
児
童
は
、「
初
め
て
参
加
し
た

け
ど
、お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
家
で
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
父
さ
ん
と
将
棋
を
し
て
い
る
」

「
す
ご
く
頭
を
つ
か
っ
た
」な
ど
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。�

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
将
棋
】�

①
成
田
基
武（
鷹
巣
西
小
５
年
）②
織
田
虎

二
郎（
中
央
小
５
年
）③
長
岐
蒼（
鷹
巣
東

小
４
年
）、相
馬
大
輔（
合
川
北
小
３
年
）�

【
オ
セ
ロ
】�

◆
１
・
２
年
の
部�

①
高
橋
里
早（
鷹
巣
小
１
年
）②
高
谷
萌
夏

（
中
央
小
１
年
）③
玉
造
尚
弥（
鷹
巣
南
小

２
年
）、畠
山
拓
也（
綴
子
小
２
年
）�

◆
３
・
４
年
の
部�

①
佐
藤
里
空（
鷹
巣
小
３
年
）②
金
沢
賢
侑

（
同
）③
小
坂
栞（
鷹
巣
東
小
３
年
）、佐
藤

真
凛（
鷹
巣
小
４
年
）�

◆
５
・
６
年
の
部�

①
七
尾
功
太
郎（
綴
子
小
６
年
）②
藤
原
歌

生（
中
央
小
６
年
）③
堀
内
智
真（
綴
子
小

６
年
）、後
藤
優
武（
鷹
巣
小
５
年
）�

　青少年育成北秋田市民会議鷹巣支

部では、伝承芸能の保存・継承活動に

取り組む子どもたちの１年間の成果

を発表する場として第10回「子ども

たちの伝承芸能発表会」を次の通り開

催します。�

　入場は無料です。多くの皆様のご来

場をお待ちしています。�

期　日　３月７日（土）�

時　間　13時30分～15時�

会　場　北秋田市交流センター講堂�

出　演　▽綴子下町（獅子踊り）▽竜

森小学校（駒踊り）▽ 鷹巣南小学校（奴

踊り）▽鷹巣祇園太鼓振興会（鷹巣中

央小・鷹巣南中学校チーム）�

４
５
０
人
が
集
い
交
流�

市
高
齢
者
大
学

全
体
公
開
講
座

仲
間
と
と
も
に
生
き
生
き
学
習

ち
び
っ
こ
棋
士
が
盤
上
で
熱
戦�

「子どもたちの�
　　　伝承芸能発表会」�

子
ど
も
会「
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
」

▲小学生37人が熱戦を繰り広げました

▲市内の高齢者大学受講生が一堂に会し、講演
とトークショーで学習と交流を深めました
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■公民館�
北秋田市中央公民館　　a62－1130�

【ロビー展】七宝焼き�

▼３/７（土）「トライあんぐる」みんな

でおやつ作り！＝9:00～12:00�

▼３/９（月）母と子のわくわく広場＝

10:00～11:30�

合川公民館　　　　　　a78－2114�

【ロビー展】パッチワーク金木犀の会�

▼３/５（木）合川ことぶき大学卒業式

＝9:30～11:40�

▼３/６（金）白神こだま酵母パン作り

体験講座＝8:30～16:00�

▼３/13（金）フェイスタオルで編むバ

スマット作り講座＝9:30～16:00�

▼３/16（月）第３回合川ろばた講座＝

13:30～15:30�

森吉公民館　　　　　　a72－3259�

【サロン展】定期講座「リメーク手作

り小物講座」展（４日～）�

阿仁公民館　　　　　　a82－2220

【ロビー展】水彩画�

▼３/４（水）生き活き大学閉講式＝

10:00～12:00�

▼３/11（水）家庭介護講座Ｑ＆Ａ＝

10:00～12:00�

■文化会館�
▼３/７（土）斉藤京子民謡リサイタル

＝14：00～　大人2500円（前売2000円）、

中高生1000円（前売同）、小学生以下無料  �

▼３/14（土）森吉中学校吹奏楽部演奏会

＝13：30～入場無料�

■みちのく子供風土記館�
▼３/１（日）The布団コンサート＝14：

30～　入場券700円�

■スポーツ�
▼３/２（月）・９（月）硬式テニス教室

＝鷹巣体育館�

▼３/６（金）・13（金）ウオーキング教

室＝合川体育館�

�

��

■
多
重
債
務
巡
回
無
料
相
談
会

　
自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ

ど
の
借
金
を
抱
え
、お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

　
相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お

聞
き
す
る
と
と
も
に
、必
要
に
応
じ
弁

護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引

き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。�

　
借
金
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
必

ず
解
決
で
き
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。�

相
談
日
　
３
月
17
日（
火
）�

相
談
会
場
　
秋
田
財
務
事
務
所�

　（
秋
田
市
・
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
内
）�

申
込
み
　
３
月
10
日（
火
）ま
で
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す�

　
　
　
東
北
財
務
局
多
重
債
務
相
談
窓
口�

　
　
　
a

０
２
２-

２
６
６-

５
７
０
３�

■
住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業

　
県
で
は
住
宅
を
建
設
又
は
購
入
す
る

方
に
対
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。�

助
成
内
容
　
住
宅
ロ
ー
ン
償
還
残
高
の

当
初
５
年
分
の
利
子
相
当
額
の
１
／
２

（
80
万
円
を
限
度
）を
助
成
し
ま
す
。�

申
込
期
限
　
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で�

※
対
象
者
及
び
対
象
住
宅
、そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

63-
２
５
３
１�

■
自
動
車
の
登
録
手
続
き

　
年
度
末
を
待
た
ず
お
早
め
に
！

　
年
度
末
、運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査
・

登
録
窓
口
は
、例
年
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　
特
に
３
月
中
旬
以
降
は
、自
動
車
税

課
税
基
準
日
前
に
名
義
変
更
や
抹
消
登

録
手
続
き
を
行
う
方
々
に
よ
る
駆
け
込

み
申
請
及
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
、

皆
様
に
は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
状

況
で
す
。�

　
自
動
車
の
諸
手
続
を
ご
予
定
の
方
は

比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月
上
旬
ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
　
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局�

　
　
a

０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
２�

■
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
奨
企
業
、フ
ァ

ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
を
募
集
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
及
び
秋
田
労
働
局
で
は
、

『
女
性
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め

の
積
極
的
な
取
組
』及
び
、『
仕
事
と
育
児
・

介
護
と
の
両
立
支
援
の
た
め
の
取
組
』

に
つ
い
て
、他
の
模
範
と
な
る
取
組
を

推
進
し
て
い
る
企
業
を
表
彰
し
ま
す
。�

応
募
期
限
　
３
月
31
日（
火
）�

　
　
　
秋
田
労
働
局
雇
用
均
等
室�

　
　
　
a

０
１
８-
８
６
２-

６
６
８
４�

お
知
ら
せ�

料

料

問

問

問 在
宅
保
健
師
等
登
録
の
募
集

在
宅
保
健
師
等
登
録
の
募
集�

在
宅
保
健
師
等
登
録
の
募
集�

　
各
種
保
健
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

在
宅
の
保
健
師
等
有
資
格
者
を
登

録
制
で
募
集
し
ま
す
。�

業
務
　
血
圧
測
定
等
健
診
業
務
補
助

お
よ
び
保
健
相
談
指
導
業
務
補
助�

従
事
す
る
保
健
事
業
　
乳
幼
児
検
診
、

　
定
例
健
康
相
談
、予
防
接
種�

資
格
　
保
健
師
／
助
産
師
／
看
護

　
師
／
栄
養
士
／
歯
科
衛
生
士
／

　
検
査
技
師
／
保
育
士�

勤
務
先
　
市
内
４
保
健
セ
ン
タ
ー�

募
集
期
間
　
３
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）�

登
録
期
間
　
平
成
21
年
４
月
１
日

　
〜
平
成
22
年
３
月
31
日�

報
酬
　
従
事
す
る
事
業
で
異
な
り
ま
す�

提
出
物
　
履
歴
書
、資
格
免
許
証
の
写
し�

　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
a

62-

６
６
６
６�

＝お申し込み　　＝お問い合わせ�申 問

申

問
申

問
申
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健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６�

問

�

■
母
子
健
康
手
帳
交
付�

期
日
・
場
所

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　�

　
　
３
月
２
日（
月
）、16
日（
月
）、23
日（
月
）�

　
▼
森
吉
支
所
　
３
月
９
日（
月
）�

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
27
日（
金
）�

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分�

※
記
入
用
紙
が
あ
り
、手
続
き
終
了
ま

で
約
50
分
か
か
り
ま
す
。余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
　�

■
健
康
相
談�

期
日
・
場
所

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
５
日（
木
）�

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
11
日（
水
）�

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
12
日（
木
）�

　
▼
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
26
日（
木
）�

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分�

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等�

持
ち
物
　
健
康
手
帳（
な
い
方
は
相
談

時
に
お
渡
し
し
ま
す
）�

■
心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
員
研
修
会�

期
日
　
３
月
16
日（
月
）�

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分�

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

講
演
　「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

地
域
を
支
え
る
た
め
に
」�

講
師
　
佐
々
木
久
長
氏（
秋
田
大
学
医

学
部
保
健
学
科
准
教
授
）�

申
込
締
切
　
３
月
10
日（
火
）�

※
送
迎
バ
ス
利
用
の
方
は
要
申
込
み（
鷹
巣
地
区
以
外
）�

■
特
定
健
診
を
受
診
す
る
方
へ�

　
４
月
中
旬
か
ら
、平
成
21
年
度
の
各

種
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。�

　
市
国
保
加
入
以
外
の
方
が
特
定
健
診

を
受
け
る
場
合
は
、各
保
険
者
か
ら
の「
受

診
券
」が
必
要
で
す
。早
め
に
保
険
者
に

申
請
し
、必
ず「
受
診
券
」を
準
備
し
て

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

■
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相
談

・
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談（
要
予
約
）�

期
日
　
３
月
19
日（
木
）�

場
所
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
２
階
相
談
室�

受
付
時
間
　
15
時
〜
16
時�

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時�

相
談
対
応
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医�

　
　
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

１
１
６
５�

新病院建設事務所
13:30～16:00

いとく鷹巣南店
10:00～12:00

北秋田市役所
13:00～16:00

北秋田市役所
10:00～12:00

３月18日（水）成分

　
水
中
運
動
は
、
全�

身
の
筋
肉
が
伸
び
て�

血
行
が
よ
く
な
る
の�

で
、
生
活
習
慣
病
予�

防
に
最
適
で
す
。�

　
膝
な
ど
に
負
担
を�

か
け
ず
に
足
腰
を
鍛�

え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
転
倒
骨
折

を
防
い
だ
り
、
腰
痛
、
肩
こ
り
、
ス

ト
レ
ス
の
解
消
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。�

　
水
中
運
動
で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。�

【
共
通
事
項
】�

　
場
所
　
市
民
プ
ー
ル�

　
料
金
　
１
回
５
０
０
円（
プ
ー
ル
使
用
料
）�

（
市
民
プ
ー
ル
の
回
数
券
・
年
間
券
も
利
用
可
）�

■
ス
リ
ム
コ
ー
ス（
定
員
40
人
）�

　
対
象
者
　
30
歳
〜
64
歳
の
方�

　
開
催
日
　
毎
月
２
回（
金
曜
日
）　�

　
時
　
間
　
10
時
〜
11
時�

■
元
気
ア
ッ
プ
コ
ー
ス（
定
員
20
人
）�

　
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方�

　
開
催
日
　
毎
月
２
回（
金
曜
日
）�

　
時
　
間
　
11
時
〜
12
時�

■
水
中
メ
ン
ズ
コ
ー
ス（
定
員
20
人
）�

　
対
象
者
　
30
歳
以
上
の
男
性 �

　
開
催
日
　
毎
月
２
回（
金
曜
日
）�

　
時
　
間
　
11
時
〜
12
時�

平
成
21
年
度�

「
市
保
健
セ
ン
タ
ー
各
教
室
」�

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集�

水

中

運

動

教

室

�

対
象
者
　
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し

　
　
　
　
の
男
性�

場
　
所
　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー�

開
催
日
　
毎
月
１
回（
第
４
月
曜
日
）�

時
　
間
　
10
時
〜
14
時�

内
　
容
　
調
理
実
習
、体
操
な
ど�

は
つ
ら
つ
栄
養
教
室�

対
象
者
　
70
歳
以
上
の
方�

場
　
所
　
各
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー�

開
催
日
　
合
川
地
区
…
第
１
木
曜
日�

　
　
　
　
阿
仁
地
区
…
第
２
木
曜
日�

　
　
　
　
鷹
巣
地
区
…
第
３
木
曜
日�

　
　
　
　
森
吉
地
区
…
第
４
木
曜
日�

時
　
間
　
10
時
〜
11
時
30
分�

内
　
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、筋
肉
貯

　
　
　
　
筋
体
操
、お
口
の
体
操
な
ど�

の
び
の
び
運
動
教
室�

３月11日（水）全血３月11日（水）全血

３月18日（水）成分

※
地
区
に
よ
り
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す

※
地
区
に
よ
り
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す

　
バ
ス
利
用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
バ
ス
利
用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
地
区
に
よ
り
バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
ま
す

　
バ
ス
利
用
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
期
限

◆
申
込
期
限
　
３
月

　
３
月
23
日（
月
）

（
月
）�

◆
申
込
み
先

◆
申
込
み
先
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
６
６

６
６
６
６�

◆
申
込
期
限
　
３
月
23
日（
月
）�

◆
申
込
み
先
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
６
６�

問
申
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ�申 問

お
知
ら
せ�

申
込
先
　
試
験
会
場
を
秋
田
市
に
希
望

す
る
場
合
は
、秋
田
労
働
局�

　
　
秋
田
労
働
局
総
務
部
総
務
課�

　
　
　 

a

０
１
８-

８
６
２-

６
６
８
１�

■
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
演
会�

日
時
　
３
月
29
日（
日
）　
10
時
〜
12
時�

会
場
　
大
館
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
講
演「
人
と
の
つ
な
が
り
は
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
ら
」／
講
師
・
安
積

遊
歩
氏�

定
員
　
50
人
　
参
加
料
　
無
料�

※
こ
の
講
演
会
は
、県「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

拠
点
づ
く
り
助
成
金
」で
開
催
し
ま
す�

　
　
　
秋
田
Ｒ
Ｃ
の
会
・
鐙
屋（
あ
ぶ
み
や
）�

　
　
　
a

０
９
０-

９
６
３
０-

０
９
９
３�

■
秋
田
地
方
裁
判
所�

　
　
　
　「
法
廷
傍
聴
兼
説
明
会
」�

▼
秋
田
地
方
裁
判
所
本
庁（
秋
田
市
）　

　
開
催
日
　
毎
月
第
３
月
曜
日�

　
　
　
a

０
１
８-

８
２
４-

３
１
２
１�

▼
秋
田
地
方
裁
判
所
大
館
支
部（
大
館
市
）�

　
開
催
日
　
毎
月
第
３
月
曜
日�

　
　
　
a

０
１
８
６-

42-
０
０
７
１�

▼
秋
田
地
方
裁
判
所
能
代
支
部（
能
代
市
）�

　
開
催
日
　
毎
月
第
３
月
曜
日�

　
　
　
a

０
１
８
５-

52-

３
２
７
８�

※
そ
の
他
、本
荘
支
部
、横
手
支
部
、大
曲

支
部
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。開
廷
時
刻

等
、詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い�

　
　
秋
田
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課�

　
　
　
a

０
１
８-

８
２
４-

３
１
２
１�

�

■
国
家
公
務
員
採
用
試
験�

▼
Ⅰ
種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）�

　
受
付
期
間
　
４
月
１
日（
水
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
４
月
８
日（
水
）�

　
１
次
試
験
　
５
月
３
日（
日
）�

▼
Ⅱ
種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）�

　
受
付
期
間
　
４
月
13
日（
月
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
４
月
22
日（
水
）�

　
１
次
試
験
　
６
月
21
日（
日
）�

▼
Ⅲ
種
試
験（
高
校
卒
業
程
度
）�

　
受
付
期
間
　
６
月
23
日（
火
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
６
月
30
日（
火
）

　
１
次
試
験
　
９
月
６
日（
日
）�

※
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い�

　
　
人
事
院
東
北
事
務
局
　
第
二
課�

　
　
　
a

０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２�

■
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験�

　
　
　
　
　
　
　（
大
学
卒
業
程
度
）�

受
験
資
格
　
①
昭
和
55
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
／

②
そ
の
他（
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者
）�

試
験
日
　
６
月
14
日（
日
）�

試
験
会
場
　
秋
田
合
同
庁
舎（
秋
田
市
）の
予
定�

受
付
期
間
　
４
月
１
日（
水
）〜
４
月
14

日（
火
）�

申
込
書
請
求
先
　
秋
田
労
働
局
、お
近
く

の
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所�

問

申

問

雇用維持に努力される中小企業事業主のみなさまへ�

　世界的な金融危機や景気の変動などの経済上の理由による企業収益の悪化から、生産量が減少し、事業
活動の縮小を余儀なくされた中小企業事業主が、その雇用する労働者を一時的に休業、教育訓練又は出向
をさせた場合に、休業、教育訓練又は出向に係る手当若しくは賃金等の一部を助成します。�
　《従来の雇用調整助成金制度を見直し、中小企業緊急雇用安定助成金制度を創設しました》�

「中小企業緊急雇用安定助成金」のご 案 内 �

◎お問い合わせ　ハローワーク鷹巣　a６０－１５８６�

平成２１年２月６日より要件が見直されました！�

①支給要件の確認方法の緩和�
　生産量が前年同期又は直前３か月と比較して５％以上減�

少していることという生産量要件について、これまでは生�

産量でみることを原則としておりましたが、今後は「売上�

高又は生産量」のどちらの指標を用いても構いません。�

④短時間休業　短時間休業を実施する場合は対象労働者全員について１時間以上、一斉に行う必�
要がありましたが、対象労働者毎に１時間以上行われる休業についても助成の対象といたします。�

②休業等（休業及び教育訓練）規模要件の廃止�
　暦日又は賃金締切期間における休業等を行った�

日の延日数が所定労働延日数の２０分の１以上で�

ある必要がありましたが、要件を廃止し、休業等�

日数に応じて助成いたします。�

３年間で200日（最初の１年間で100日を限度）�
※制度利用後１年間を経過するまでの期間は再度�
制度を利用することができませんでした。�

改
正
前

改
正
後

改
正
後

改
正
後

③支給限度日数の引き上げ�

３年間で300日（最初の１年間で200日を限度）�
※連続した利用が可能です
３年間で300日（最初の１年間で200日を限度）�
※連続した利用が可能です

問
申申申

問
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御製碑除幕式�

■
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集�

応
募
資
格
　
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心

の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方
／
総
務
省
及
び

電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の
あ
る

方
と
そ
の
家
族
を
除
き
ま
す�

モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ
と
　
①
総

務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト（
年
２
回

程
度
）へ
の
回
答
／
②
各
地
域
で
開
催
す

る
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席�

委
嘱
期
間
　
６
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日�

募
集
人
数
　
１
２
０
人（
東
北
６
県
）　�

謝
礼
金
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、モ
ニ
タ
ー

会
議
、そ
れ
ぞ
れ
に
別
途
支
払
い
し
ま
す�

応
募
方
法
　
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、電
話
番
号
、年
齢
、性
別
、職
業
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任
意
）、応
募
動
機
、モ

ニ
タ
ー
会
議
参
加
希
望
の
有
無
、を
ハ
ガ

キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く
だ
さ
い�

募
集
期
間
　
３
月
２
日
〜
４
月
３
日�

　
　
　
〒
９
８
０-

８
７
９
５ 

仙
台
市
青
葉

区
本
町
３-

２-

23
／
東
北
総
合
通
信
局「
モ

ニ
タ
ー
希
望
」／
a

０
２
２-

２
２
１-

０

６
２
８
／
　
０
２
２-

２
２
１-

０
６
１
３�

■「
青
年
国
際
交
流
事
業
」参
加
者
募
集�

　
内
閣
府
で
は
、平
成
21
年
度
に
実
施
す

る
国
際
交
流
事
業（
国
際
青
年
育
成
交
流

／
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
／
日
本
・

韓
国
青
年
親
善
交
流
／
世
界
青
年
の
船

／
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
な
ど
）の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
　
秋
田
県
県
民
文
化
政
策
課�

　
　
　
a

０
１
８-

８
６
０-

１
５
５
３�

問
申

問

ぜひお越しください！�

開催日時�

　平成２１年３月１２日（木）　１０：００-１１：００�
会場　北欧の杜公園　お野立所�

内容　御製碑除幕／歌や太鼓のパフォーマンス�

　　　竜森小学校記念植樹／鍋汁サービス（先着150人）�

出席者　秋田県知事、北秋田市長、竜森小学校児童ほか�

※荒天の場合はパークセンターで開催します�

御製碑除幕式�
　昨年６月に開催した第59回全国植樹祭は、天皇皇后両陛

下のご臨席を仰ぎ、「手をつなごう　森と水とわたしたち」

を合言葉に北秋田市のみなさまのご協力で大成功をおさめる

ことができました。�

　現在、天皇陛下が全国植樹祭の情景を詠われた和歌（御製）

を刻んだ記念碑（御製碑）を会場となった北欧の杜公園に建

立しており、下記の日程で除幕式を行います。�

　産直の鍋汁や歌や太鼓のパフォーマンスでお待ちしており

ます。ぜひお越しください！�

■お問い合わせ　全国植樹祭推進室 a018-860-1751

御製碑除幕式�
第59回全国植樹祭�第59回全国植樹祭�第59回全国植樹祭�

　森吉山ダムでは、ダムの完成に向け貯水池内で伐
採した樹木を、住民のみなさまに提供します。

①自分で取りに来られること�
②転売等、営利目的に使用しないこと�
③独占しないこと�
④利用する方は、氏名、住所、利用目的等を
用紙に記入して提出してください�

提
供
条
件

提供期間　３月９日（月）～３月13日（金）　�
提供時間　午前９時～午後４時�
提供場所　北秋田市森吉字様田地内（森吉山大橋南側下流）�

問 森吉山ダム工事事務所 工務課伐採木担当　a72－5431

森吉山ダムの伐採木を提供します�

※申込用紙は、森吉山ダム工事事務所（米内沢字東川向５）に
て配布します。また、森吉山ダム工事事務所ホームページから
ダウンロードできます�
（ＨＰアドレス　http://www.thr.mlit.go.jp/moriyosi/）�

提供場所提供場所
至妖精の森

至阿仁前田至阿仁前田 森吉山大橋森吉山大橋

森吉山ダム森吉山ダム

至森吉山荘至森吉山荘

学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
員
を�

募
集
し
ま
す
（
市
非
常
勤
職
員
）�

学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
員�

①
特
別
教
育
支
援（
若
干
名
）�

　
応
募
要
件
　
子
ど
も
と
の�

　
触
れ
合
い
が
好
き
な
方�

　
業
務
内
容
　
学
校
生
活
に
お
い
て
児

　
童
生
徒
へ
生
活
・
学
習
支
援
を
行
う�

②
日
本
語
指
導
支
援（
若
干
名
）�

　
応
募
要
件
　
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い

　
が
好
き
な
方
、英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
の
と
れ
る
方�

　
業
務
内
容
　
日
本
語
の
不
自
由
な
児
童

　
生
徒（
外
国
籍
等
）に
対
し
、学
校
生
活

　
に
お
い
て
日
本
語
の
指
導
支
援
を
行
う�

共
通
事
項�

　
勤
務
先
　
市
内
管
内
小
中
学
校�

　
任
用
期
間
　
平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
22
年
３
月
31
日�

　
報
酬
日
額
　
６
２
０
０
円�

　
勤
務
時
間
　
１
日
６
時
間
、月
〜
金�

　
　（
行
事
等
に
よ
り
休
日
勤
務
有
り
）�

　
応
募
方
法
　
履
歴
書（
写
真
付
）に
希

　
望
す
る
サ
ポ
ー
ト
員
の
番
号
を
付
記

　
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い【
郵
送
可
】�

　
応
募
締
切
　
３
月
16
日（
月
）必
着�

　
　
　
〒
０
１
８-

３
３
１
２
　
北
秋
田

市
花
園
町
15-

１
／
市
教
育
委
員
会 

義

務
教
育
課
　
a

62-

６
６
１
７�

申

問



　広報きたあきた　21．３．１　�19

INFORMATION お知らせ

（診療時間 午後６：３０～９：００）

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

曜
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

電話番号
63－0515
60－1055
62－2882
63－0105
69－7311
63－2700
62－1146
62－1101
62－1455
62－1155
72－4501
69－5300
62－1455
62－1400
62－2261

医 療 機 関 名
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
うえだクリニック
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
児玉内科クリニック
たむら内科クリニック
奈 良 医 院
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 中 央 病 院
近 藤 医 院
公立米内沢総合病院
毛利整形外科クリニック
北 秋 中 央 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
津 谷 内 科

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表�夜間�
診療�

お
誕
生
お
め
で
と
う

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す

間
嶋
咲
希
音
 

佐
藤
暖
真
 

南
鷹
巣

神

成

三
女

長
男

祐
樹勝 敏知

里

さ

き

ね

は

る

ま

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

（（

）
�

）
市立　　　図書館

上杉あいターミナル

開館時間９：00～17：00　

ひまわりの家

鷹　巣
森　吉

鷹巣 a62－3311

開館時間９：00 ～17：00

森吉 a72－3192

a78－9290

a78－4025

開館時間８：30 ～19：00

４、11、15、18、20、25、31日

１、７、８、14、15、20、21、22、28、29日

２、９、16、23、30日

３ 月の休館日

慶
弔
だ
よ
り

２
月
１
日
〜
15
日
届
出
分

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

鎌

沢

  

羽
根
山  

合

川

  

西
根
田  

中
新
田  

七

曲

  

根
小
屋  

本
城
荒
町 

浦

田

  

米
内
沢
御
嶽 

下
前
田  

桂

坂

  

阿
仁
水
無 

阿
仁
小
様 

阿
仁
荒
瀬 

阿
仁
銀
山 

阿
仁
水
無 

阿
仁
比
立
内 

阿
仁
幸
屋
渡 

阿
仁
幸
屋 

7879779395897787647476

か
ね
ご
ろ
う

さ
だ

 
 

 
 

ゆ
う
き
ち

 
 

ひ
ろ
し

し
ょ
う

と

し

じ

か

ず

お

つ
ね
た
ろ
う

 
 

 
 

 
 

 
 

に

た

ろ

う

 
 

と
し
ろ
う

れ
ん
た
ろ
う

と

み

お

829597948293837853

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す

長

岐

　

誠

梅

田

さ

お

り
ま
こ
と

　
さ
ん

　
さ
ん

南

田

中

�

南

田

中

（

平成20年分市・県民税の�
申告はお済みですか？�
平成20年分市・県民税の�
申告はお済みですか？�

　申告される方は、日程表で確認の上、
地区の指定会場で申告してください。�
（日程と詳細は、広報１月16日号に掲載しています）�

　　税務課a62-1116／合川支所a78-2100�
森吉支所a72-3111／阿仁支所a82-2111

３月16日（月）まで�

問

内

田

一

儀

柏

木

友

美

く

に

よ

し

と

も

み
　
さ
ん

　
さ
ん

大

館

市

�

前

野

（
松

岡

昭

則

菅

原

春

香

あ

き

の

り

は

る

こ
　
さ
ん

　
さ
ん

米
内
沢
御
嶽
�

潟

上

市

（

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

松
岡
リ
ヨ 

高
岡
ヤ
ヱ 

河
田
ミ
ツ
ヱ 

小
塚
　
亨 

三
浦
シ
ヱ 

成
田
ケ
イ 

千
葉
清
一 

佐
藤
典
子 

長
岐
國
雄 

嶺
脇
正
義 

細
田
幸
治 

今

泉

  

青
山
荘  

元

町

  

高
村
岱  

太
田
屋
敷
後 

大

町

  

伊
勢
町  

前

野

  

あ
け
ぼ
の
町 

旭

町

  

住
吉
町

8983965393816655785371

 
  

と
お
る  

せ
い
い
ち

の

り

こ

く

に

お

ま
さ
よ
し

こ

う

じ

御
所
野
一
男 

坂
上
常
太
郎 

佐
藤
ト
ミ 

金
田
ツ
ル
ヱ 

細
田
サ
ダ 

佐
藤
キ
ク
ヱ 

武
石
仁
太
郎 

金
　
リ
ヱ 

井
山
利
郎 

柴
田
練
太
郎 

三
浦
冨
雄 

佐
藤
兼
五
郎 

八
田
　
貞 

福
田
ト
ク 

佐
々
木
マ
ス 

梅
邑
勇
吉 

魚
住
ト
ミ
ヱ 

松
橋
　
寛 

松
橋
　
昇 

西
根
利
治 
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お
知
ら
せ�


�

■
市
で
は
緊
急
雇
用
対
策「
相
談

窓
口
」を
開
設
し
て
い
ま
す


相
談
対
象
者
　
事
業
主
の
都
合
で
離
職

さ
れ
た
方�

開
設
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室�

開
設
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時（
平
日
）�

　
　
市
緊
急
雇
用
対
策
相
談
窓
口�

　
　
　
a

62-

１
１
１
１（
内
線
１
９
２
）�

■「
金
婚
」・「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
」

お
祝
い
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て

　
市
で
は
、金
婚
及
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
を
お
迎
え
に
な
っ
た
方
か
ら
申
請
に

基
づ
き
、褒
章
状
を
贈
り
ご
夫
婦
の
絆

を
お
祝
い
し
て
き
ま
し
た
。�

　
金
婚
及
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
は
、年
々

申
請
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、ま
た
、金

婚
等
の
お
祝
い
は
家
庭
的
な
お
祝
い
が

一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、平
成
20
年

度
を
も
っ
て
事
業
を
廃
止
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。�

　
　
高
齢
者
支
援
課
　
a

62-

１
１
１
２�

■「
心
配
ご
と
相
談
所
」の
開
設
場

所
が
変
わ
り
ま
す�

　
市
前
田
出
張
所
の
移
転
に
伴
い
、３

月
か
ら
阿
仁
前
田
地
区
の「
心
配
ご
と

相
談
所
」の
開
設
場
所
が
変
わ
り
ま
す
。�

開
設
場
所
　
老
人
憩
い
の
家
「
寿
荘
」�

開
設
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日�

電
話
相
談
　
a

72-

３
５
１
９�

〜
心
配
ご
と
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で
〜

　
　
北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

69-

８
０
２
５

　前田出張所は、クウィンス森吉内へ移転します。�

■移 転 先　北秋田市小又字堂ノ下21-２（クウィンス森吉内）�

■業務開始　平成21年３月２日（月）～

■業務内容　従前と同じです　

◎お問い合わせ�

　前田出張所　a７５－２１１１（電話番号は変わりません）�

①ぬく森団地･･･米内沢字田ノ沢19-８�
　木造平屋１戸建　２ＬＤＫ　�
　月　額　50,000円～70,000円　１戸�
②南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-２�
　・簡易耐火造２階建　２ＤＫ　浴槽・釜なし�
　 月　額　10,300円～12,800円　１戸�
　 月　額　10,500円～13,900円　１戸�
　 月　額　11,200円～17,900円　１戸�
　 月　額　14,000円～23,300円　１戸�
③胡桃館団地･･･綴子字胡桃館２★�
　簡易耐火造２階建　３ＬＤＫ　浴槽・釜なし�
　月　額　18,000円～29,800円�
④サンコーポラスなかたい住宅★�
　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-１�
　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ�
　月　額　43,100円　共益費　800円�
　その他　駐車場使用料　3,000円�
　〔募集戸数〕�
１階…１戸、２階…１戸、３階…１戸、４階…４戸�
※★印の住宅は単身入居不可です�
※④住宅の１階には、加齢や身体の障害等
　で階段の昇降に支障がある方の入居に限
　ります�
【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）�
【入居資格】�
・収入基準を満たすこと�
・住宅に困窮していることが明らかなこと�
・公租公課を滞納していないこと�
・その他、窓口にて簡単な調査があります�
【申込方法】　都市計画課または各支所まで�
【募集期間】　３月２日（月）～10日（火）土日除く�
◎お問い合わせ　�
　　①は、森吉支所産業建設課a72-3112�
②～④は、都市計画課　　　　a62-6641 

市営住宅�
入居者募集�

　
旧
平
里
橋
の
解
体
�

に
よ
り
発
生
し
た
橋
�

桁
鋼
材
を
次
の
と
お
�

り
一
般
競
争
入
札
に
�

よ
り
売
却
し
ま
す
。�

【
物
品
の
重
量
及
び
最
低
売
却
額
】�

　
桁
鋼
材
重
量
…
23
・
９
ｔ
�

　
最
低
売
却
価
格
…
14
万
３
４
０
０
円
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
消
費
税
抜
き
）�

　
▽
現
地
渡
し
と
す
る
�

　
▽
平
成
21
年
３
月
23
日
ま
で
に
、現

　
地
か
ら
搬
出
す
る
こ
と
�

【
物
品
の
公
開
】�

　
期
間
　
平
成
21
年
３
月
４
日（
水
）�

　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
11
日（
水
）�

　
時
間
　
８
時
30
分
〜
16
時
�

　
場
所
　
北
秋
田
市
小
又
字
上
川
原
11-

１
�

【
入
札
参
加
受
付
】�

　
期
間
　
平
成
21
年
３
月
４
日（
水
）�

　
　
　
　
　
　
　
〜
３
月
11
日（
水
）�

　
時
間
　
９
時
〜
17
時
�

　
場
所
　
市
役
所
２
階
　
管
財
課
�

【
入
札
】�

　
期
日
　
平
成
21
年
３
月
12
日（
木
）�

　
時
間
　
午
前
10
時
〜
�

　
場
所
　
市
役
所
３
階
 
大
会
議
室
�

◎
お
問
い
合
わ
せ
�

　
　
　
　
管
財
課
　
a

62-

６
６
０
３
�

橋
桁
鋼
材
売
却
の
お
知
ら
せ

問

問問

北秋田市森吉支所�
　「前田出張所」移転のお知らせ�
北秋田市森吉支所�
　「前田出張所」移転のお知らせ�



　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
秋
田
県
知
事
選
挙
（
３

月
26
日
告
示
）
、
北
秋
田
市
長
選
挙
（
４
月
５

日
告
示
）
並
び
に
議
員
の
辞
職
に
と
も
な
う
秋

田
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
４
月
３
日
告
示
）、

北
秋
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
（
４
月
５
日
告

示
）
が
４
月
12
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。�

　
こ
れ
か
ら
の
県
政
・
市
政
を
託
す
の
に
ふ
さ

わ
し
い
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち

の
明
る
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
忘
れ
ず

に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。�

■
投
票
日
・
投
票
時
間�

投

票

日
　
平
成
21
年
４
月
12
日（
日
）�

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
ま
で�

　
投
票
は
、市
内
62
カ
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、今
回
の
選

挙
で
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が
１
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
、

午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、次
の
27
カ
所
の
投
票
区
で
は
さ
ら
に
１
時
間

繰
り
上
げ
、午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。�

鷹
巣
地
区
　
田
子
ヶ
沢
、
岩
谷
、
黒
沢
、
坊
山
、
葛
黒
、�

　
　
　
　
　
竜
森
、明
利
又�

合
川
地
区
　
三
里
、
三
木
田
、
鎌
沢
、
杉
山
田�

森
吉
地
区
　
浦
田
、
桂
瀬
、
前
田
、
小
又
、
新
屋
布
、�

　
　
　
　
　
五
味
堀
、巻
渕�

阿
仁
地
区
　
三
枚
、
吉
田
、
水
無
、
銀
山
、
荒
瀬
、
伏�

　
　
　
　
　
影
、
根
子
、
比
立
内
、
中
村�

■
投
票
で
き
る
方�

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

①
平
成
元�
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方�

②
平
成
21
年
１
月
４
日
以
前
か
ら
北
秋
田
市
区
域
内
に

　
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

　
れ
て
い
る
方
。�

■
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
さ
れ
る
方�

　
北
秋
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、投

票
日
ま
で
に
秋
田
県
内
の
他
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
る

方
は
、転
出
先
の
市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
る「
引
き
続
き

県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書（
ま
た
は
住
民
票

の
写
し
）」の
提
示
が
あ
れ
ば
、北
秋
田
市
で
秋
田
県
知

事
選
挙
、秋
田
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票（
期
日
前

投
票
、不
在
者
投
票
も
含
む
）を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、１
回
の
住
所
移
転
に
限
り
ま
す
。）�

　
な
お
、投
票
日
ま
で
に
県
外
に
転
出
さ
れ
る
方
は
選

挙
権
が
な
く
な
り
、入
場
券
が
あ
っ
て
も
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、市
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、選
挙
期
日（
４
月
12

日
）ま
で
に
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
方
は
選
挙
権
が

な
く
な
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、３
月
16
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。�

　
●
お
問
い
合
わ
せ
先�

　 

　
北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

a

62-

６
６
１
４�

日�

選挙管理委員会からのおしらせ�

�
�

��

月�
�

日�
�

�
��
�

４�４�１２１２�１２�
一人一人の一票で�
拓け　秋田の新時代�
�

一人一人の一票で�
拓け　秋田の新時代�
�

（日）�

北秋田市選挙管理委員会・北秋田市明るい選挙推進協議会�

�
�
●� ●�

�
�
●� ●�

�
�
●� ●�

�
�
●� ●�

�
�
●� ●�

４つの選挙があります�

秋田県知事選挙�

北秋田市長選挙�

秋田県議会議員補欠選挙�

北秋田市議会議員補欠選挙�

投
票
日�

�
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